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前
回
は
、
資
産
運
用
の
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
今
回
は
そ
れ
以
外
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
整

理
し
て
み
た
い
。

金
利
リ
ス
ク

金
利
リ
ス
ク
と
は
、
金
利
変
化
に
伴
っ
て
債
務
額

が
変
化
す
る
リ
ス
ク
を
い
う
。
退
職
給
付
債
務
は
、

現
時
点
の
給
付
の
持
分
を
金
利（
割
引
率
）で
割
引
計

算
し
て
算
出
さ
れ
る
。
債
務
の
金
利
感
応
度
は
、
制

度
設
計
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
％
の
金
利
変
化
で

二
割
近
く
債
務
変
化
す
る
こ
と
も
あ
る
。
金
利
リ
ス

ク
は
規
模
の
大
き
な
リ
ス
ク
と
言
え
る
。

し
か
し
、
仮
に
制
度
自
体
の
金
利
感
応
度
が
高
く

て
も
、
割
引
率
が
あ
ま
り
変
化
し
な
け
れ
ば
、
結
果

と
し
て
リ
ス
ク
は
あ
ま
り
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。

次
に
割
引
率
の
現
状
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
割
引

率
は
、
一
般
的
に
従
業
員
の
平
均
残
存
勤
務
期
間
に

相
当
す
る
国
債
の
利
回
り
等
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ

る
。
代
表
的
な
指
標
と
し
て
参
照
さ
れ
る
の
が
二
〇

年
国
債
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
九
年

ま
で
の
利
回
り
は
概
ね
二
・
〇
％
か
ら
二
・
二
％
で
推

移
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
は
比
較
的
大
き
く
変
化

し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
概
ね
安
定
し
て
推
移
し

て
き
た
。

ま
た
、
現
在
の
割
引
率
決
定
ル
ー
ル
に
は「
重
要

性
基
準
」が
あ
り
、
債
務
変
化
が
一
〇
％
未
満
で
あ

れ
ば
割
引
率
の
見
直
し
自
身
も
留
保
で
き
る
。
仮
に

債
務
の
金
利
感
応
度
が
二
〇
％
だ
と
す
る
と
、
金
利

の
変
化
幅
が
〇
・
五
％
未
満
で
あ
れ
ば
割
引
率
を
見

直
さ
な
い
判
断
も
可
能
で
あ
る
。

確
か
に
制
度
面
だ
け
で
考
え
る
と
金
利
リ
ス
ク
は

高
い
の
だ
が
、
足
下
の
金
利
環
境
等
を
勘
案
す
る
と
短

期
的
な
負
の
金
利
リ
ス
ク
は
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
。

現
在
の
長
期
金
利
が
引
き
続
き
史
上
最
低
水
準
の

状
況
に
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
こ
れ
が
今
後
上
昇

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
金
利
感

応
度
が
高
い
制
度
で
は
、
金
利
上
昇
に
伴
い
予
想
外

の
剰
余
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
積
立
不
足
解
消

の
た
め
掛
金
を
早
急
に
引
上
げ
る
対
策
は
、
健
全
性

の
観
点
か
ら
重
要
だ
が
、
金
利
上
昇
に
伴
う
積
立
剰

余
が
発
生
し
得
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

金
利
リ
ス
ク
を
抑
制
す
る
方
法
に
は
、
制
度
変
更

に
よ
る
対
策
と
資
産
運
用
に
よ
る
対
策
が
あ
る
。
制

度
変
更
に
よ
る
対
策
と
し
て
は
、
給
付
額
が
国
債
の

利
回
り
等
で
再
評
価
さ
れ
る
制
度（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ

ラ
ン
ス
制
度
等
。
以
下「
Ｃ
Ｂ
Ｐ
」）と
い
う
）に
移

行
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｐ
で
は
、
金
利

変
化
に
伴
っ
て
給
付
額
が
変
化
す
る
た
め
、
金
利
リ

ス
ク
を
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
期
待

ど
お
り
の
効
果
を
得
る
た
め
に
は
、
給
付
変
化
と
債

務
変
化
が
連
動
す
る
よ
う
に
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
主
流
の
Ｃ
Ｂ
Ｐ
は
、過
去
の
一
定
期
間
の
平
均
利

回
り
に
連
動
す
る
も
の
が
多
く
、
予
想
外
の
リ
ス
ク

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
既
に
年
金
受

給
権
者
で
あ
る
Ｏ
Ｂ
の
債
務
割
合
が
高
い
場
合
に
は
、

制
度
変
更
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か

る
。資

産
運
用
対
策
と
し
て
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｉ（Liability 

D
riven Investm

ent

）が
代
表
的
で
あ
る
。
こ
れ
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は
、
金
利
変
動
に
伴
う
債
務
変
動
を
相
殺
す
る
よ
う

な
債
券
中
心
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
構
築
す
る
運
用

手
法
を
言
う
。
Ｌ
Ｄ
Ｉ
運
用
を
行
う
場
合
に
は
、
債

務
が
債
券
価
格
と
連
動
し
や
す
い
よ
う
に
債
務
計
算

ル
ー
ル
等
を
事
前
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

長
寿
リ
ス
ク

終
身
年
金
制
度
で
は
、
長
寿
化
に
伴
う
債
務
上
昇

リ
ス
ク
が
あ
る
。
長
寿
リ
ス
ク
は
、
債
務
計
算
用
の
死

亡
率
の
要
因
と
制
度
要
因
に
分
解
で
き
る
。
ま
ず
、死

亡
率
か
ら
見
て
み
た
い
。
周
知
の
と
お
り
日
本
は
世

界
一
の
長
寿
国
で
あ
る
。
そ
し
て
平
均
寿
命
は
い
ま

だ
に
延
び
て
い
る
。
国
連
の
世
界
人
口
予
測
レ
ポ
ー

ト（
二
〇
〇
六
）に
よ
れ
ば
、
二
〇
四
五
〜
二
〇
五
〇

年
に
は
、
現
在
よ
り
五
年
弱
延
び
、
八
七・
一
歳
に
も

達
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
般
的
に
将
来
の
平
均
寿
命
の
延
び
は
、

債
務
計
算
に
織
込
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
現
在
主
流
の
債
務
計
算
用
の
死
亡
率
は
、

二
〇
〇
二
年
ま
た
は
一
九
九
七
年
の
国
勢
調
査
に
基

づ
い
た
値
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
直
近
の
平
均
寿
命
の

状
況
す
ら
十
分
債
務
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
。

次
に
制
度
要
因
を
見
て
み
よ
う
。
日
本
の
年
金
制

度
は
、
退
職
一
時
金
か
ら
移
行（
平
均
的
な
移
行
割

合
は
四
割
〜
六
割
）し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
年
金

化
に
あ
た
っ
て
は
、
年
金
給
付
の
保
証
期
間
部
分
の

現
在
価
値
と
移
行
額
が
見
合
う
よ
う
に
制
度
設
計
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
保
証
期
間
と
は
、
年
金
受
給
者

が
そ
の
期
間
に
死
亡
し
た
場
合
、
残
余
期
間
分
を
遺

族
に
支
払
う
約
束
を
し
て
い
る
期
間
の
こ
と
で
あ

る
。
保
証
期
間
が
長
い
ほ
ど
、
実
質
的
に
長
寿
リ
ス

ク
が
発
生
し
に
く
い
。

ま
た
、
支
給
期
間
だ
け
で
な
く
保
証
期
間
終
了

後（
終
身
部
分
）の
年
金
額
の
水
準
も
長
寿
リ
ス
ク
に

影
響
す
る
。
終
身
部
分
の
年
金
額
が
半
分
に
な
れ

ば
、
当
然
長
寿
リ
ス
ク
は
半
分
に
な
る
。
昨
今
の
制

度
変
更
を
見
る
と
、
保
証
期
間
を
延
ば
し
、
終
身
部

分
の
年
金
額
を
引
下
げ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ

に
よ
り
長
寿
化
リ
ス
ク
は
相
当
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

制
度
全
体
の
リ
ス
ク
は
、
制
度
変
更
前
の
受
給
権

者
の
割
合
な
ど
を
勘
案
し
て
評
価
す
る
必
要
が
あ

る
。

イ
ン
フ
レ
・
リ
ス
ク

企
業
年
金
の
イ
ン
フ
レ
・
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
長

期
的
な
潜
在
的
リ
ス
ク
ま
で
含
め
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

短
期
的
に
み
れ
ば
、
一
般
的
な
確
定
給
付
制
度
の

場
合
、
給
付
額
計
算
に
使
用
す
る
給
与
等
に
イ
ン
フ

レ
が
反
映
さ
れ
な
い
た
め
、
イ
ン
フ
レ
・
リ
ス
ク
は
な

い
。
最
近
流
行
の
Ｃ
Ｂ
Ｐ
の
場
合
、
国
債
利
回
り
等

で
給
付
額
を
改
定
す
る
た
め
、
イ
ン
フ
レ
の
影
響
を

受
け
て
給
付
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
は
経

済
的
に
見
て
イ
ン
フ
レ
が
心
配
さ
れ
る
状
態
に
は
な

い
た
め
、
あ
ま
り
話
題
に
上
ら
な
い
が
、
長
期
的
に

は
資
産
運
用
や
年
金
財
政
運
営
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ

つ
イ
ン
フ
レ
・
リ
ス
ク
の
ヘ
ッ
ジ
に
つ
い
て
も
気
を

配
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

イ
ン
フ
レ
・
リ
ス
ク
を
長
期
的
に
考
え
る
た
め
に

は
、
年
金
制
度
の
あ
り
方
も
含
め
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
ご
存
知
の
通
り
、
企
業
年
金
は「
老
後
の
生

活
の
重
要
な
柱
」の
一
つ
で
あ
る
。
物
価
水
準
が
今

よ
り
上
が
っ
て
い
く
と
、
実
質
価
値
維
持
の
た
め
給

付
水
準
の
見
直
し
議
論
が
飛
び
出
し
て
こ
な
い
と
は

言
え
な
い
。
退
職
給
付
に
対
す
る
物
価
の
影
響
を
全

て
年
金
制
度
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
何
ら
か
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
は

あ
る
。

日
本
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
非
常
に
低
い
物
価
上

昇
率（
下
落
）だ
っ
た
た
め
、
イ
ン
フ
レ
を
意
識
し
た

年
金
運
営
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。
超
長
期
が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
年
金
運
営
で
は
、
潜
在
的
な
リ
ス
ク
も
含

め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ナ
リ
オ
に
対
応
で
き
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
る
。

最
後
に

こ
れ
ま
で
の
四
回
で
、
Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
視
点
に
立
っ
た

一
般
的
な
年
金
運
営
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
次

回
よ
り
二
回
に
分
け
て
、
よ
り
進
歩
的
な
こ
れ
か
ら

の
資
産
運
用
戦
略
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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